
休日 当番医

休日 歯科診療

日曜 小児専門当番医

9 時～12時
13時～16時

9時～12時

（受付終了時間１５時３０分）休日救急歯科診療所
（総合保健福祉センター内）　　☎２７－８６２０

５日

12日

19日

26日

２日

９日

16日

23日

30日

10
月

10
月

11
月

11
月

10
月

11
月

10
月

11
月

10
月

11
月

日曜 精神科当番医 10時～16時
新田目病院（平上荒川）　　　 ☎２8－1222

５日、12日・13日、19日、26日     

２日・３日、９日、16日、23日・24日、
30日

2日、9日、16日、23日、30日

５日、12日、19日、26日

日曜 眼科当番医
中央台たなか眼科（中央台高久）
9時～14時

２日、９日、23日、30日

５日、12日、19日、26日

５日、12日・13日、19日、26日

２日・３日、９日、16日、23日・24日、
30日     

休日 泌尿器科当番医 9時～１５時
ときわ会常磐病院（常磐上湯長谷町）☎43－4175

休日当番医・日曜当番医・休日歯科診療休日当番医・日曜当番医・休日歯科診療

19
日
㈰

26
日
㈰

13
日
㈪

平 上 荒 川
平 作 町
平 下 平 窪
小 島 町
泉 町 滝 尻
勿 来 町
常磐上湯長谷町
平 作 町
平 下 平 窪
小 島 町
小名浜南君ケ塚町
植 田 町
常 磐 湯 本 町
小 島 町
小 名 浜 林 城
錦 町
常 磐 関 船 町
平 上 荒 川
平 作 町
平 下 平 窪
小 島 町
平 字 鍛 冶 町
小 名 浜 住 吉
錦 町
常磐下船尾町
平 上 荒 川
平 作 町
平 豊 間
平 下 平 窪
小 島 町
小 名 浜 大 原
錦 町
常磐下湯長谷町
平 作 町
平 下 平 窪
小 島 町
平 中 平 窪
泉 町 滝 尻
錦 町
常 磐 関 船 町
小 島 町
鹿島町下蔵持
東 田 町
常 磐 関 船 町
平 上 荒 川
平 作 町
平 下 平 窪
小 島 町
平 字 鍛 冶 町
小名浜南君ケ塚町
植 田 町
常 磐 湯 本 町

8時30分～12時

8時30分～12時

8時30分～12時

8時30分～12時

９時～12時
14時～17時

９時～12時
14時～17時

９時～12時
14時～17時

９時～12時

９時～12時
14時～17時

９時～12時
14時～17時

９時～12時

９時～12時
14時～17時

９時～17時

９時～17時

９時～17時

９時～12時

９時～17時

8時30分～12時

8時30分～12時

8時30分～12時

8時30分～12時

９時～17時

９時～17時

９時～17時

９時～17時

※このほかにも休日に診療している医療機関があ
　りますので、あらかじめかかりつけの医療機関
　などで確かめてください。
※変更となる場合がありますので、事前に当番医
　療機関、または消防署（☎23－0119）へお問
　い合わせください。市ホームページでも公開し
　ていますのでご覧ください。

休日夜間急病診療所
（総合磐城共立病院内）☎27－1208
平日:20時～24時　土曜日:20時～翌朝７時　
日曜日:13時～24時　祝日:９時～24時

☎２９－１７２２

●
か
か
り
つ
け
医
を
も
ち
ま
し
ょ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　●
コ
ン
ビ
ニ
受
診
は
や
め
ま
し
ょ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　●
救
急
車
は
適
正
に
利
用
し
ま
し
ょ
う

25－1170
56－6336
26－5551
73－8815
22－3838
72－0707
28－2535
22－4272
25－1170

平字南町

泉 町

内郷御厩町

小名浜岡小名

平字大町

常磐関船町

平上荒川

平下荒川

平字南町

10
月
５
日
㈰

12
日
㈰

11
月
２
日
㈰

９
日
㈰

３
日
㈪

☎024－521－3790または♯8000（プッシュ回線・携帯電話）
毎日　19時～翌朝８時

たかはしクリニック
山口医院
白井外科胃腸科医院
須田医院
すみたか内科クリニック
なこそ病院
ときわ会常磐病院
山口医院
白井外科胃腸科医院
須田医院
磐城中央病院附属診療所
櫛田病院
いわき湯本病院
須田医院
石井脳神経外科眼科病院
いわぶちクリニック
渡辺産科婦人科
たかはしクリニック
山口医院
白井外科胃腸科医院
須田医院
志賀整形外科・外科
ふかや耳鼻咽喉科
こうじま慈愛病院
常磐腎ひ尿器クリニック
たかはしクリニック
山口医院
坂本整形外科医院
白井外科胃腸科医院
須田医院
中村病院
呉羽総合病院
春山医院
山口医院
白井外科胃腸科医院
須田医院
相田整形外科
熊谷内科診療所
こうじま慈愛病院
箱崎医院
須田医院
かしま病院
矢野内科胃腸科
織内医院
たかはしクリニック
山口医院
白井外科胃腸科医院
須田医院
志賀整形外科・外科
磐城中央病院附属診療所
櫛田病院
いわき湯本病院

渡辺クリニック
こどもクリニックすずき
相原小児科医院
こんない子供クリニック
若松医院
むらまつ小児科
ながい小児科
福田小児科医院
渡辺クリニック

46－1231
24－1811
25－3788
27－6060
75－1560
65－7755
43－4175
24－1811
25－3788
27－6060
53－3511
63－3202
42－3188
27－6060
58－3121
63－1501
42－4567
46－1231
24－1811
25－3788
27－6060
23－5050
58－1187
63－5141
43－1200
46－1231
24－1811
38－2830
25－3788
27－6060
53－3141
63－2181
44－4011
24－1811
25－3788
27－6060
35－0808
56－2133
63－5141
42－3131
27－6060
58－8010
62－3262
44－1133
46－1231
24－1811
25－3788
27－6060
23－5050
53－3511
63－3202
42－3188
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休
日
当
番
医
な
ど

県こども救急電話相談

けんこうQ&A

　

精 神 科 ⑦心臓血管外科医療録⑦

　
鼻
出
血
は
日
常
で
よ
く
み
ら
れ
る
も

の
で
、
多
く
は
キ
ー
ゼ
ル
バ
ッ
ハ
部
位

と
い
う
鼻
腔
の
血
管
が
集
ま
っ
て
い
る

部
位
で
起
こ
り
ま
す
。
ぶ
つ
け
た
り
鼻

の
穴
を
ほ
じ
っ
た
り
鼻
炎
な
ど
で
粘
膜

に
傷
が
付
い
た
と
き
、
の
ぼ
せ
た
り
興

奮
し
て
血
管
が
拡
張
し
た
と
き
に
起
こ

り
や
す
く
、
そ
の
多
く
は
一
時
的
な
も

の
で
す
。
止
ま
り
に
く
い
、
あ
る
い
は

反
復
す
る
場
合
は
鼻
腔
の
腫
瘍
、
さ
ら

に
血
液
疾
患
、
肝
硬
変
、
動
脈
硬
化
、

血
栓
予
防
薬
の
使
用
、
血
管
の
炎
症
な

ど
の
全
身
の
問
題
の
関
与
も
考
え
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
止
血
困
難
、
反
復
性
の
鼻
出
血
の
際

に
は
、
そ
の
原
因
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
血
管
を
収
縮
さ
せ
る
薬
を
染
み
込

ま
せ
た
ガ
ー
ゼ
に
よ
る
圧
迫
や
出
血
部

位
の
血
管
を
電
気
で
焼
く
な
ど
の
治
療

が
な
さ
れ
ま
す
。

　
漫
画
「
美
味
し
ん
ぼ
」
に
お
け
る
福

島
の
鼻
血
騒
動
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ

ろ
で
す
が
、
果
た
し
て
福
島
県
の
居
住

可
能
な
地
域
で
の
放
射
線
被
ば
く
で
鼻

血
は
起
こ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
こ
れ
は

例
え
る
と
胸
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
を
撮

っ
た
ら
髪
の
毛
が
抜
け
て
し
ま
っ
た
と

騒
ぐ
事
と
同
じ
で
あ
り
、
医
学
的
に
は

あ
り
得
な
い
事
で
す
。
放
射
線
被
ば
く

で
粘
膜
か
ら
出
血
す
る
の
は
、
大
量
の

放
射
線
被
ば
く
に
よ
る
急
性
放
射
線
障

害
の
み
で
、
当
然
な
が
ら
そ
れ
は
鼻
出

血
に
と
ど
ま
ら
な
い
重
篤
な
状
態
で
す
。

　
誰
も
が
情
報
を
発
信
で
き
る
時
代
で

あ
る
が
故
に
、
こ
の
よ
う
な
騒
動
は
今

後
も
繰
り
返
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
情
報
に
踊
ら
さ
れ
ず
、
知
見
に
基

づ
い
た
医
学
的
な
意
見
に
耳
を
傾
け
、

冷
静
で
客
観
的
な
対
応
を
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

鼻
出
血
の
話

　
６
・
胸
部
大
動
脈
瘤

　
全
身
に
血
液
を
送
る
大
動
脈
は
、
心
臓

か
ら
出
て
頭
方
向
に
進
み
、
頭
と
手
に
行

く
枝
を
三
本
出
し
た
後
に
背
中
方
向
へ
Ｕ

タ
ー
ン
し
、
背
骨
の
左
側
を
通
っ
て
お
腹

か
ら
下
肢
へ
と
向
か
い
ま
す
。
そ
の
大
動

脈
の
胸
の
範
囲
に
あ
た
る
部
分
が
動
脈
硬

化
等
に
よ
り
拡
大
し
て
し
ま
う
病
気
が
、

胸
部
大
動
脈
瘤
で
す
。
前
回
の
腹
部
大
動

脈
瘤
と
同
じ
で
、
八
割
方
破
裂
す
る
ま
で

症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。
胸
部
大
動
脈
は
、

胸
骨
等
の
骨
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
か
ら
触

れ
る
事
も
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
胸
部
レ
ン

ト
ゲ
ン
撮
影
や
、
Ｃ
Ｔ
を
行
わ
な
け
れ
ば

分
か
り
ま
せ
ん
。
最
大
径
が
五
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
を
超
え
た
ら
治
療
が
必
要
で
す

が
、
手
術
以
外
に
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
胸
部
大
動
脈
瘤
の
治
療
は
、
開
胸
し
、

人
工
心
肺
を
使
用
し
て
人
工
血
管
に
交
換

心
臓
血
管
外
科
が
扱
う
病
気

健
康
教
室
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提供・問い合わせ
㈳いわき市医師会
☎27-7155

Ｑ
　
ア
ル
コ
ー
ル
や
、
薬
へ
の
「
依
存
」

と
は
、
ど
の
程
度
を
指
す
の
で
す
か
？ 

Ａ
　
ア
ル
コ
ー
ル
や
薬
物
の
使
用
に
よ
り
、

健
康
、
人
間
関
係
、
生
活
が
犠
牲
に
な
る

と
い
う
重
大
な
問
題
が
あ
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
使
用
を
続
け
て
い
る
状
態
を
指
し
ま

す
。
そ
れ
ら
を
入
手
す
る
の
に
非
常
な
労

力
を
使
い
、
や
め
ら
れ
な
い
状
態
で
す
。

　
希
望
の
効
果
を
得
る
た
め
に
、
必
要
な

量
が
著
し
く
増
大
し
た
り
、
一
定
の
量
を

使
用
し
て
も
効
果
が
著
し
く
弱
く
な
る
と

い
う
現
象
（
耐
性
）
が
み
ら
れ
ま
す
。
急

な
中
断
に
よ
っ
て
、
不
眠
、
発
汗
、
頭
痛
、

い
ら
い
ら
、
錯
乱
、
悪
夢
、
幻
視
な
ど
の

離
脱
症
状
（
禁
断
症
状
）
が
み
ら
れ
ま
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
の
重
症
の
離
脱
症
状
は
、

振
戦
せ
ん
妄
と
し
て
知
ら
れ
、
急
な
断
酒

の
二
〜
三
日
後
か
ら
、
一
時
的
に
出
現
し

ま
す
。

Ｑ
　
依
存
し
や
す
い
薬
物
に
は
何
が
あ
り

ま
す
か
？

Ａ
　
ア
ル
コ
ー
ル
、
睡
眠
薬
と
抗
不
安
薬

（
医
薬
品
と
し
て
使
用
さ
れ
ま
す
）
、
咳

止
め
、
シ
ン
ナ
ー
、
覚
せ
い
剤
（
ア
ン

フ
ェ
タ
ミ
ン
類
）
、
マ
リ
フ
ァ
ナ
、
Ｌ
Ｓ

Ｄ
、
ヘ
ロ
イ
ン
、
コ
カ
イ
ン
、
Ｍ
Ｄ
Ｍ
Ａ
、

ニ
コ
チ
ン
な
ど
で
す
。

Ｑ
　
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
の
一
番
良
い
治
療

法
は
何
で
す
か
？

Ａ
　
完
全
に
飲
酒
を
や
め
る
こ
と
、
つ
ま

り
、
断
酒
で
す
。

ア
ル
コ
ー
ル・薬
物
依
存

び
　こ
う

お
　い

り
ゅ
う

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
頭
へ
行
く
血
管

が
分
岐
す
る
部
分
へ
の
手
術
の
場
合
に
は
、

頭
へ
の
血
流
を
確
保
し
つ
つ
、
そ
の
枝
も

作
り
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
手
術
死
亡

率
五
〜
八
％
の
難
易
度
の
高
い
手
術
と
な

り
ま
す
。

　
一
方
、
頭
へ
の
枝
が
関
与
し
な
い
部
分

に
は
、
二
〇
〇
八
年
か
ら
全
国
で
市
販
の

ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
が
使
用
可
能
と
な
り
、

同
時
に
、
い
わ
き
で
も
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ

ト
内
挿
術
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
の
治
療

は
、
開
胸
の
必
要
は
な
く
、
足
の
付
け
根

の
部
分
を
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
度
切
開

す
る
の
み
で
治
療
可
能
で
、
そ
の
手
術
死

亡
率
は
一
〜
二
％
程
度
と
飛
躍
的
に
体
に

優
し
い
治
療
と
な
り
ま
し
た
。

　
破
裂
後
の
救
命
率
は
五
％
以
下
で
す
の

で
、
早
期
診
断
、
早
期
治
療
が
必
要
で
す
。

還
暦
を
迎
え
た
な
ら
ば
、
一
年
に
一
度
の

Ｃ
Ｔ
検
査
を
お
勧
め
し
ま
す
。


